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１．研究計画の概要
無限生成の対象のうちとくに野性的空間に
関して代数的位相幾何に現れる群(基本群、ホ
モロジー群、コホモロジー群)を中心に研究を
進めている。当初の項目をあげると：（１）
非可換スペッカー現象、（２）無限語の研究
（３）連続語の研究（４）非可算非可換群の
研究（５）２次元連結コンパクトアーベル群
の無限カバー（６）Grope 群の問題、である。

２．研究の進捗状況
（１）本研究者が研究指導をしている大学院
生、中村順が torsionfree surface 群が
n-slender つまり非可換スペッカー現象を引
き起こすことを証明した。これは、n-slender
群に関する古典的な結果以外の初めての結
果であり、surface 群という位相幾何で極め
て重要な群について結果である。
（２）無限語についての研究は（１）の中村
の結果の証明にも応用されているが、本研究
者の Atomic property of the fundamental gr
-oup of the Hawaiian earring and wild
Peano continua, J. Math. Soc. Japan, in
press の証明のなかで大きな発展をした。
この主要な結果は、wild ペアノ空間の基本
群は非自明な自由積に分解されないという
ことである。
（３）連続語の研究は、本研究者の 2002 年
の論文の結果の後大きな進展がなかったが、
雑誌論文の[5]では、2002 年の結果を詳細に
応用することにより、これは予想外に進み 1
次元ペアノ空間のホモトピー型が基本群で

決定されるという結果を得た。この結果 1次
元の場合はこの意味においてほぼ最終結果
に達した。今後の研究推進方策でも述べるが、
この結果は 2次元ペアノ空間への研究方向を
向ける大きな動機となった。雑誌論文[2,3]
は他のプロジェクトで進んでいた 2次元のペ
アノ空間の研究の流れのものであったが、そ
の研究方向にも影響がある。
（４）非可算非可換群の研究は（３）とは異
なる方向で進め、単連結な多様体に Hawai
-ian Earring を張付けてできる空間の基本
群から、元の多様体が作れるということを証
明した。これはプレプリントの段階である。
（５，６）は省略する。

３．現在までの達成度
（５）についてはあまり進展がなかったもの
の、他は順調であり、特に（３）は予想を越
えて進み、新しい展開に入っているので

①当初の計画以上に進展している
といってよいと思う。

４．今後の研究の推進方策
（１）に関しては息の長い研究となるが、ど
のような群が n-slender 群となるかという
問題があり、これはゆっくり進める。
研究進捗状況に述べたが２次元ペアノ空間
の構成に関して[2,3]および一連の結果、1 次
元ホモトピーと 2次元ホモトピーが相補的に
関連する現象があり、この２つのホモトピー
群が消える場合 contractible であることに
非常に近い。1 次元の場合をふまえて 2 次元
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ペアノ空間の研究をする。そのため、今年度
からの科研費に最終年前年度応募をしてい
る。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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